
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（社）久留米三井薬剤師会 

〒839-085 久留米市高良内町 2807-5    

TEL0942-44-0330FAX 0942-44-0333 

Mail: kmpa-office@iwa.bbiq.jp 

UTL: http://www.kmpa.or.jp/ 

 会務報告 

5 月 19 日：久留米三井薬剤師会事務職員(パート)面接 於 久留米三井薬剤師会館 中井・友安出席 

  20 日：久留米市役所保険年金課との後発医薬品に関する打合せ 於 市役所      友安出席 

  21 日：薬薬連携に関する久留米大学医療センターとの打合せ 於 医療ｾﾝﾀｰ  友安・杉本出席 

  23 日：久留米市介護福祉ｻｰﾋﾞｽ事業者協議会総会 於 えーるぴあ久留米      内野出席 

  25 日：久留米大学病院打合せ          於 久留米大学病院       友安出席 

  28 日：大牟田薬剤師会実務実習指導薬剤師についての研修会 於 天領病院    杉本出席 

  29 日：くるめ地域支援ｾﾝﾀｰ平成 21 年度総会及び懇談会      於 ﾎﾃﾙﾏﾘﾀｰﾚ創世  友安出席 

  31 日：薬剤師による禁煙治療薬相談       於 一番街プラザ             吉永出席 

  31 日：高齢者支援フォーラム｢介護ｻｰﾋﾞｽを良くするために｣  於 筑水会館 

6 月 1 日：暴力追放市民総決起大会     於 久留米市民会館      松隈・中園・友安出席 

   1 日：実務実習委員会         於 久留米三井薬剤師会館     中井他 16 名出席 

   5 日：福岡県薬務課との打合せ     於 久留米三井薬剤師会館    中井・友安出席 

   5 日：第 7 回筑後地区がん薬物療法研修会    於 萃香園ホテル 

 6・7 日：福岡県薬剤師連盟若手フォーラム    於 玄海ﾛｲﾔﾙﾎﾃﾙ   福元・吉永・丸田出席 

   8 日：レセプト            於 久留米三井薬剤師会館 

   8 日：訪問看護ステーション部会  於 えーるピアくるめ  友安・青木・杉本・内野・岡出席 

   9 日：社会福祉委員会         於 久留米三井薬剤師会館     中井他 8名出席 

  10 日：久留米市医療年金課との打合せ  於 市庁舎            中井・友安出席 

  10 日：筑後地区予備代議員会                          中井他 6名出席 

  11 日：OTC 委員会                  於 久留米三井薬剤師会館        中井他 8名出席 

  12 日：第 1 回筑連絡協議会       於 県薬会館 

  12 日：中村薬局 中村英康様通夜参列 於 草苑 

  12 日：第 80 回福岡県筑後地区薬剤師研修会  於 萃香園ホテル 

  17 日：特定非営利活動法人くるめ地域支援ｾﾝﾀｰ理事会  於 市庁舎       青木出席 

  19 日：久留米三師会親善ソフトボール大会『結団式』  於 蔵之介       30 名出席 

  20 日：福岡県薬剤師会第 102 回臨時総会          於 県薬会館 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

これからの予定 

第 82 回福岡県筑後地区薬剤師研修会 於 ホテルマリターレ創世  7 月 17 日(金) 18：30～ 

6 月 22 日理事会 
① 会務報告 

② 各委員会報告 

③ 協議事項（『薬剤師のためのドーピング防止ガイドブック 2009年版』購入について・久留米市ﾎｰﾑﾍﾟｰ

ｼﾞからのリンクの承諾依頼について・久留米大学病院薬剤部より久留米三井薬剤師会保険薬局へのア

ンケート調査協力依頼･原 周司教授を囲む会ご案内・緑の募金・平成21 年度財団法人久留米観光コ

ンベンション国際交流協会費賛助会費・久留米大学病院院外処方せん案内で使用するレーザープリン

ター購入の件） 

④ 連絡事項 

⑤ 新規入会について 

⑥ これからの予定について 

⑦ その他 

新規入会 
Ａ会員：ミツヨシ薬局(久留米市善道寺町飯田） 開設者:西 眞矢  

Ｂ会員：平山 渚  勤務先：くれよん薬局   

高畑 智一 勤務先：チトセ調剤薬局 

     中島 護貴 勤務先：総合メディカル(株)薬局事業部 

 

《｢薬薬連携推進事業｣からのお願いです。》 
 

各会員様には、日頃より、薬剤師会事業にご協力頂き有難うございます。 
さて、「薬薬連携事業」ですが、各薬局に配布いたしました資料について、

再度、確認させていただきたいと思います。 
① 資料⑴は病院より発行された、お薬手帳、指導書を確認した場合にカウ

ントしていただき、報告していただくものですが、協力病院以外からの

ものでも確認した場合はその他の病院にカウントしてください。 
また、退院時だけでなく、転院やその後の処方変更など確認できた場合

もカウントしてください。 
② 資料⑵は薬局⇔病院 薬局⇔薬局間で患者様の使用薬剤に関する情報

確認のときに使用してください。お薬手帳により情報交換が出来る場合

は、お薬手帳で行ってください。 
③ 資料⑶はお薬手帳・使用薬剤情報提供書によって回避できた、またお薬

手帳などがあれば回避できたと思われる有事事例を報告頂くもので、報

告すべき事例がない場合は、提出の必要はありません。が、ささいな事

例でも確認できれば、報告してください。 
以上、今一度確認をお願いいたします。 

 
  

 

≪編集後記≫ 
そろそろ梅雨明けです

ね、後発医薬品の使用

促進が思うように進ん

でいません、各関係官

庁も本腰が入りそうで

あり、次年度の診療報

酬改定にも少なからず

影響が出そうです。 
このままでは、薬剤師

さんが悪者にされそう

ですよ「転ばぬ先の杖」

さあ、積極的に後発医

薬品使用推進を！ 


